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Ｎ村は，集落の標高がおよそ 600～800ｍの高地に位置し，可住面積が 3.0％と少な

い土地に集落が分散して立地している山地の村である．約 250 の世帯に対して土砂災

害警戒区域は 100 箇所以上指定されており，警戒区域内に立地していない家屋のほう

が少ないという地形条件を有している． 

現在，土砂災害ハザードマップの作成を進めているが，本取り組みでは住民の防災意

識の向上などをねらいとして，アンケートや現地点検などの方法で住民にマップ作成に

参加してもらい，その結果をマップへ反映する方法を採用している． 

本発表は途中段階ではあるが，現時点で把握したアンケートの結果より，山地の住民

の意識や今後の避難行動に対する課題等について事例紹介する．  

 

 

キーワード：山地，土砂災害，ハザードマップ，住民参加 


